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１．はじめに

本工事は近畿自動車道紀勢線のうち、新直轄区
間２１．２km（尾鷲北 IC～紀伊長島 IC）の事業の
一部で、平成２４年度開通をめざす尾鷲北 ICのう
ち、蛙又川上に掛かる工事延長 ７０．５mの鋼単
純非合成箱桁（鋼・コンクリート合成床版、狭小
箱桁）工事である（図－１）。本橋の架設は、後
述する様々な諸条件により精度管理を行った。
工事概要
�１ 工 事 名：平成２２年度

紀勢線尾鷲北蛙又川橋鋼上部工事
�２ 発 注 者：中部地方整備局 紀勢国道事務所
�３ 工事場所：三重県尾鷲市坂場西町地内
�４ 工 期：平成２２年１２月１４日～

平成２３年１１月２８日

図―１ 上部工一般図
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図―２ 施工前後の状況

（施工前写真）

（完成写真）

本報告は、限られた狭い作業ヤード、短い工期
の中をいかに工夫し、送出し架設を行ったかにつ
いて記述するものである。
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鋼単純非合成箱桁橋の送出し架設について

２８
施工計画
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２．現場における課題

桁送出し架設工事３ヶ月、床版・高欄コンク
リート工事１．５ヶ月と切迫した工期の中での施工
開始となった。当社が与えられた送出しヤードは、
切土区間に設けられた幅９．０m施工延長 L＝１１０m
（図－３）と、ラフタークレーンを据え付けると
残幅が２．０ｍとない場所での作業となるため、軌
条設備組立後は最後方からのクレーン作業しか出
来なくなることに留意し、緻密な施工計画を立て
実施に及んだ。

図―３ 軌条設備組立完了

３．工夫と適用結果

送出しラインの設定
蛙又川橋は縦断線形 i＝２．５％ 平面線形R＝

２，０００による線形からなる橋梁であるため送出し
基準ラインを下記の設定とした。
①架設縦断線形はG１側A１計画路面高より１，９００�

図―４ 架設縦断線形

（軌条＋台車設備の最低高さ）上げた高さに、
２．５％勾配をもつラインを基準（図－４）とし、
桁送出し完了後になるべく桁降下作業を少なくな
るように設定した。
台車設備高を低くすることにより桁架設作業に
おける作業性も上がり、桁送出し時においても重
量物の重心をなるべく下においたことで安定した
送出し作業を行えることが出来た。また、降下量
を抑えた構造としたことで予定期日以内に作業を
終えることが出来た。
②架設平面線形はCL上で R＝２，０００のカーブラ
インを基準とし、軌条設備が切土と干渉しないよ
うなライン決定した。また、手延機の取付方向は
ＣＬ上において送出しラインと手延機先端が一致
する方向（手延機がＡ２側到達時にR＝２，０００の
弦となるライン）とした（図－５）。

図―５ 架設平面線形

③サイクル工程（図－６）を手延機組立（組立後、
順次縦送り）→４ブロック桁架設（１ブロック架
設毎に縦送り）＋４ブロック分の桁のキャンバー
調整を行い終了後に高力ボルト締付＋合成床版架
設＋全体的な桁縦送り→５ブロック桁架設（１ブ
ロック架設毎に縦送り）＋高力ボルト締付＋合成
床版架設と、工程の節目を３回に分けて出来形を
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図―６ 送り出しステップ

管理し、桁送出し予定日までに確実に準備が整え
るようにした。

４．適用条件、採用時の留意点

３．で述べた架設縦断線形 i＝２．５％での桁送出
し時において、勾配に伴う水平力が台車上など支
点部に必ず掛かっていることを想定しながら送出
し作業を行った。台車上では桁と台車とのラッシ
ングを強固にし、桁の逸走防止が確実に機能する
ように台車設備に水平ジャッキ（図－７）を設置
し、おしみ機能が随時効くような構造とした。

図―７ 水平ジャッキ設備

桁送出しにおける架設用の線形としては、水平
および直線で送り出すことが基本であると思う。
今回採用した縦断勾配２．５％、カーブライン（R
＝２，０００）なりの架設線形において最も困難であ

ったのが桁の出来形管理であった。桁を縦送りす
るたびに軌条設備の出来形が桁に影響する恐れが
あったので、桁架設時の管理としては、仮組立デー
タを基本としジョイントの仕口のみを管理し進め
ることとした。また、桁の全体的な出来形管理は
サイクル毎に行うことによって良好な出来形で終
えることが出来た。

５．おわりに

監理技術者として現場の出来形、品質管理を行
うに当り、より良い作業環境を与えようと影でバ
ックアップしてくれた作業所長、何回も重たいジ
ャッキをもって桁の調整に付き合ってくれた鳶職
人の協力をもって無事、予定した手順どおり完成
することが出来た。今回の手法・手順が同様な工
事の更なる合理的な施工に役立つことになれば幸
いである。
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